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委員会などの開催状況
　
公
共
施
設
等
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
た
め
の
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
、
公
共
施
設
中

長
期
保
全
計
画
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
公
共
施
設
の
保
全
に
お
い
て

不
足
す
る
財
源
へ
の
対
応
策
は
。

【
答
】
今
後
、
集
中
的
に
老
朽
化
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
円
滑
な
施
設
改

修
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
施
設

整
備
に
関
す
る
３
つ
の
基
金
を
統
合

し
て
、
公
共
施
設
整
備
基
金
を
設
置

し
た
。

【
問
】
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
お
い
て
、
今
後
建
設
予
定
の
文
化

会
館
と
防
災
セ
ン
タ
ー
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
が
、
そ
の
取
り
扱
い
は
。

【
答
】
ま
だ
具
体
的
な
構
造
等
が
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
反
映
で
き
て

い
な
い
が
、
今
後
進
捗
管
理
の
中
で

適
宜
把
握
に
努
め
る
。

総
務
委
員
会
　
６
月
16
日

　
所
管
事
務
調
査

　
　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）

　
　
　
公
共
施
設
中
長
期
保
全
計
画
（
案
）

建物を永く活かして使っていくために

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
多
く
の
候
補
者
が
限
度
額
ま

で
申
請
し
て
い
な
い
が
、
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
理
由
は
。

【
答
】
公
職
選
挙
法
施
行
令
で
定
め

る
公
営
に
要
す
る
経
費
の
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
公

正
な
選
挙
の
実
現
と
議
員
等
候
補
者

の
選
挙
運
動
の
金
銭
的
負
担
が
減

り
、
平
等
化
が
図
ら
れ
る
た
め
。

【
問
】
仮
に
改
正
を
行
わ
な
い
場
合

の
地
方
交
付
税
へ
の
影
響
は
。

【
答
】
地
方
交
付
税
は
単
位
費
用
に

よ
り
、
全
て
の
自
治
体
に
一
律
に
措

置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
限
度
額
の
引

き
上
げ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
財

政
措
置
の
適
用
を
受
け
る
と
考
え

る
。

付
託
議
案
審
査

　
第
55
号
議
案
　

　
　
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

　
　
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に

　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議員等候補者の選挙運動の平等化を

　
多
子
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
保
育
料
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
保
育
料
の
減
収
額
と
補
塡
す

る
財
源
は
。

【
答
】
約
１
千
200
万
円
の
減
収
で
、

国
か
ら
約
700
万
円
、
県
か
ら
約
300
万

円
の
増
収
に
な
る
の
で
、
市
は
約
200

万
円
の
負
担
増
と
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

【
問
】
ひ
と
り
親
世
帯
が
多
子
世
帯

に
比
べ
、
軽
減
対
象
児
童
が
少
な
い

理
由
は
。

【
答
】
市
民
税
非
課
税
に
よ
り
、
既

に
保
育
料
が
無
料
と
な
っ
て
い
る
児

童
が
多
い
た
め
。

【
問
】
４
月
に
遡
り
適
用
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
既
に
支
払
い
さ
れ
て
い

る
方
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
シ
ス
テ
ム
改
修
が
終
わ
り
次

第
、
速
や
か
に
事
務
処
理
を
し
、
軽

減
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
還
付
す
る
。

福
祉
環
境
委
員
会
　
６
月
16
日

　
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
保
育
料
の
改
定

多子世帯・ひとり親世帯の保育料軽減
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平
和
公
園
（
仮
称
）
の
交
流
施
設
の
基
本

設
計
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
【
問
】
交
流
施
設
を
資
料
展
示
の
拠

点
施
設
に
す
る
考
え
は
。

【
答
】
資
料
展
示
は
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

平
和
公
園
（
仮
称
）
で
は
、
実
際
の

遺
構
の
場
の
持
つ
力
を
感
じ
な
が
ら
、

歴
史
の
語
り
継
ぎ
を
行
い
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
の
す
み
分
け
を
す
る
。

【
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養

成
の
考
え
は
。

【
答
】
今
年
度
中
に
募
集
を
開
始
し
、

語
り
部
を
講
師
に
招
き
、
来
年
度
１

年
か
け
て
養
成
講
座
を
行
う
予
定
。

【
問
】
公
園
予
定
地
以
外
か
ら
遺
構

を
移
設
す
る
考
え
は
。

【
答
】
配
電
盤
や
街
路
灯
な
ど
移
設

可
能
な
設
備
は
移
設
を
検
討
し
て
い

る
。
戦
時
中
の
海
軍
工
廠
の
生
の
姿

を
伝
え
る
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

市
民
文
教
委
員
会
　
６
月
17
日

　
所
管
事
務
調
査

　
　
平
和
公
園
（
仮
称
）

　
　
　
　
　
交
流
施
設
基
本
設
計
（
案
）

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
金
沢
ち
び
っ
子
広
場
廃
止
の

地
元
へ
の
周
知
は
。

【
答
】
廃
止
の
お
知
ら
せ
の
看
板
を

現
場
に
設
置
し
、
地
元
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

【
問
】
金
沢
ち
び
っ
子
広
場
は
、
防

災
面
で
の
避
難
地
に
な
っ
て
い
な
い

か
。

【
答
】
避
難
地
に
は
な
っ
て
い
な

い
。

【
問
】
今
後
、
土
地
が
見
つ
か
れ

ば
、
ち
び
っ
子
広
場
を
設
置
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

【
答
】
ち
び
っ
こ
広
場
は
、
こ
の
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
施
設
で

あ
り
、
用
地
が

あ
れ
ば
、
造
り

た
い
と
考
え
て

い
る
。

産
業
建
設
委
員
会
　
６
月
17
日

　
付
託
議
案
審
査

　
　
第
58
号
議
案

　
　
　
　
　
児
童
遊
園
条
例
の
一
部
改
正

平和を発信し、明るい未来へ

金沢ちびっ子広場の廃止
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金沢ちびっ子広場廃止後の土地




